
 

ASLEAD 2019 年度（第一期） 

年次報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０１、活動レポート 

０２．初年度（2019 年度/令和元年度）事業報告書 

０３．財務諸表（活動計算書・貸借対照表・財産目録） 

０４．スクラムメンバー（正会員）名簿 

０５．若者みらいサポーター（賛助会員）名簿 

 

 

 



REPORT -NPO法人アスリード 活動レポート-  

 

NPO 法人アスリードをご支援、ご参画いただいている皆様、日頃からのご協力、本当にありがとうございます！ 

おかげさまでこの 3 月で第一期、初年度が終了します。皆様のご協力に感謝するとともに、今年度の活動報告をお届けいたします。 

 

【職業講話・職業体験等プログラムの実施状況： 703 名の若者たちへ】 

初年度は横浜市を中心に様々な学校で、職業講話等のキャリア教育プログラムをサポートしてまいりました。新型コロナウィルス

感染症の影響で 3 月に予定していたプログラムは残念ながら中止となってしまいましたが、新たなトピックとしては、座間市で初

めて活動の機会をいただきました。学校からのご要望もあり、地域に根付いた地元の企業様にご協力をお願いし、体験型の講座を

実施。先生方からも「地元にこんなに素敵な会社があると知らなかった」「体験型で生徒たちにとっても刺激的だった」と感謝の

声が寄せられ、地元で開催することの意義を強く感じる事例となりました。生徒たちの感想も、次ページにご紹介しています。 

 

10月 29日 横浜中学校：職業体験（2年生：30名） 

(株)サンケイエンジニアリング様、(株)スリーハイ様、藤木企業(株)様、(株)栄港建設様、(株)太陽住建様、扶桑電機(株)様 

11月 07日  横浜市立希望ヶ丘中学校：職業講話（1年生：180名） 

(株)安藤建設様、エイシン電機(株)様、木村亮太税理士事務所様、(有)アールシーエフ様、(株)木本工業所様、日崎工業(株)様 

11月 14日 聖ヨゼフ学園中学校：職業体験（3 年生：2名）当法人にて受入れ、インタビュー・原稿制作体験を行いました。 

12月 06日  大分県立佐伯鶴城高等学校：JTB CASプログラム（２年生：200名）当法人小島が登壇しました。 

12月 10日 しごと探究セミナー：さがまちコンソーシアム（大学生：9名）当法人小島が登壇しました。 

12月 11日 横浜高等学校：ジョブ tavi（社会人インタビュー） ※JTB 様協働事業（２年生：160名） 

(株)サンケイエンジニアリング様 (株)栄港建設様 (株)スリーハイ様 昭和精工(株)様 司法書士伊藤豪事務所様     

(株)スマイル様 (株)神奈川ナブコ様 ALL SUCCEED(株) メルビック電工(株)様 (株)サガミ様  

自衛隊様 ヨコハマ機工(株)様 (株)ミナロ様 ウォーターワン(株)様  (株)バイオクロマト様 (株)木本工業所様 

01月 24日 横浜市立みたけ台中学校：職業講話（体験型）（1年生：17名） 

(株)スリーハイ様 

01月 30日 座間市立相模中学校：職業講話（体験型）（1年生：115名） 

 (株)ハウスメッシュ様 (有)樹脂リードモデル様 大協技研工業(株)様 (株)神奈川ナブコ様 

02月 04日  横浜市立本牧中学校：職業講話（1年生：140名） 

 (株)ウェルメ様 (株)ポンパドウル様 (株)大川印刷様 藤木企業(株)様 

vol.002令和２年3月30日 

NPO 法人アスリード事務局 

mail:info@aslead.org 



座間市立相模中学校からの感想を一部ご紹介いたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、ご協力ありがとうございました！！ 

 
仕事や働くことに対する考え方、 

職業や会社に対するイメージに 

変化があっただけでなく、 

自分自身や将来に対する期待感や 

地元への愛着形成に大人への憧れ、 

“自信”にも繋がっています。 

これからも、一人でも多くの若者に 

地元で働く大人と出会える機会を 

作っていきたいと思います！ 



【SAKURA✿café（川崎市立高津高等学校定時制）の実施状況：のべ607 名※の高校生へ】 

 

 

 

 

 

 

 

前身の(株)さくらノートで活動していた 2018 年から 2 年、川崎市立高津高等学校定時制にて校内居場所カフェを運営しています

（毎週水曜日 16:00～21:40）。親でも先生でもない大人とつながることができるのが SAKURA✿café の特長です。ある女子生徒

さんは、SAKURA✿café 開始直後は学校生活や自分に自信が持てないところがあったといいます。でもここで女性経営者の方に出

会い、日々の頑張りを褒めてもらえたことをきっかけに、人とも積極的に関わるようになり、生徒会でも活躍するように。 

このような事例はまだほんの一部ですが、関わり続けることで若者たちに“成長のチャンス”を与えることができるということを実

感。川崎市教育委員会にも期待の声をいただいており、次年度も事業の継続が決定しています。引き続き、あたたかいご協力をお

願いいたします。 

 

【実施報告】 

★10月ののべ利用者数…生徒：81名 卒業生：３名 社会人：12名 保護者：3名 

10 月 2 日（水） 10 月 11 日（金）：LIVE ワークショップ 10 月 16 日（水） 10 月 23 日（水） １０月 30 日（水）  

★11月ののべ利用者数…生徒：49名 

11 月 6 日（水） 11 月 20 日（水） 11 月 27 日（水） 

★12月ののべ利用者数…生徒：67名 社会人：1名 

12 月 4 日（水） 12 月 10 日（火） 12 月 17 日（火） 12 月 24 日（火）：クリスマス落語会 

★1月ののべ利用者数…生徒：43名 社会人：2 名 大学生：3名 

１月 22 日（水） １月 29 日（水）  

★２月ののべ利用者数…生徒：59名 OG：3名 大学生：1名 

２月７日（金） ２月 12 日（水） ２月 26 日（水） 

※前身の(株)さくらノートとして 4 月から運営した延べ人数です。 

 また、本プログラムに参加して下さった大人は全部で 49 名。ご協力ありがとうございます！（社会人 34 名・OBOG6 名・大学生 2 名、保護者 7 名） 

 

【キャリア教育支援誌『みらい百花』創刊号の制作を開始しました！】 

前身の『さくらノート』に引き続き、アスリードでは次年度（令和 2 年度）に新たなキャ

リア教育支援誌『みらい百花』を創刊予定。2 月から順次取材をスタートしており、取材に

ご協力いただいている企業様も現段階で 30 社を超え、総力をあげて制作作業を進めていま

す。今号では SDGs の特集や、社会人のプライベートを紹介する企画などを検討中。若者

たちの“将来の選択肢”を広げる活動に、是非ご支援をお願いいたします。 

また発行に関しては、教育委員会のご協力を得ながら、新たなエリアでの配布も視野に活動を進めています。是非皆様からも、配

布先のリクエスト、教育委員会へのご紹介をお願いいたします！ 

 

※制作（デザイン・印刷）には、若者みらいサポーターで地元横浜に拠点を置く明日の(株)様、(株)エリアドライブ様にご協力いただきます。 



【助成金・補助金に関するご報告 2 件の助成金 135 万円】 

アスリードでは、地域の若者たちの“未来づくり”を継続・発展させるための一歩として、様々な

助成金・補助金にチャレンジしています。まずは今期１件、来期 1 件、総額 135 万円の助成を

いただきました。来期も引き続きエントリー先を検討していきたいと思います！ 

■神奈川ネットワーク市民運動 社会チャレンジ基金 35万円 

「市民がつくるセーフティネット」をテーマに、市民社会を強くするチャレンジ性ある市民活動

に対する助成。次年度以降の独自プログラム立ち上げのための準備資金として活用します。 

■公益財団法人トヨタ財団 2019年度国内助成プログラム「しらべる助成」 100万円 

地域を支える多様な主体の参加や長期的な担い手育成、地域課題の解決に向けた具体の仕組みを

創出するための助成。横浜の子どもを地元の産業を支えてきた大人が育成する仕組み作りを目指

し、地域社会と学校の連携の在り方を模索する調査費用として活用します。 

 

 

【パンフレット・WEB サイトの完成まであと少し…！】 

会員の皆様、学校関係者の皆様のご協力により、当法人のパンフレット・WEB サイトを制作し

ています。立ち上げにあたっての想いや、本事業の意義、今後取り組むプログラムの紹介や生

徒さんの声などをまとめたものです。この活動に共感してくださるサポーターを今後もっと増

やしていきたいと考えております。完成次第、メールや SNS 等でも発信させていただきます！ 

 

 

【現在まで（令和 2 年 3 月 30 日）のご寄付・会員様のご参画状況】 

ご寄付…総額660,236 円（設立準備会から…231,836 円 設立後…428,400 円） 

スクラムメンバー（正会員：個人）…25 名 / 若者みらいサポーター（賛助会員：企業・個人）…96 社・名 

現在アスリードは「認定 NPO 法人」を目指して活動を行っています。これは、NPO 法人への

寄付を促し、活動への支援を一層大きくするための取り組みです。認定 NPO 法人になると、寄

付していただいた市民の皆様、企業様が税制上の優遇を受けられます。 

認定を受けるための基準は「2 事業年度の寄付金総額が 3,000 円以上である寄付者の数が、年

平均 100 名以上である」こと。おかげさまで、初年度（6 カ月）の寄付者数は 52 社・名と認

定水準をクリアし、次年度で 100 名分のご寄付が必要です。『1口 3,000円』のご寄付への

ご協力を募集しております。皆様のご理解とご協力を、改めましてお願い申し上げます。 

【ご寄付受付口座】 横浜銀行 本店営業部 普通 6222542  

特定非営利活動法人アスリード（トクヒ）アスリード） 

 

Facebook で日々の活動を発信しています。是非フォローをお願いします！ 「特定非営利活動法人アスリード」で検索！ → 

NPO 法人アスリード事務局 TEL：045-325-8801 FAX：045-325-8802 MAIL:info@aslead.org 

 

 
若者たちの 

“未来づくり”を 

継続しつづけるために。 

皆様へ 

ご協力のお願い 

 



初 年 度 （２０１９年/令和元年）事業報告書 

 

                特定非営利活動法人アスリード  

 

 １ 初年度の主な活動状況 

初年度は、今後広く活動を展開していくために必要不可欠な運営メンバー（正会員）・サポート企業（賛助会員）の募集を中心に

展開。併せて寄付についても交流会等を通じて呼びかけ、正会員 25 名・賛助会員 96 社となった。その他、当法人を多くの地域企

業・団体・個人に知ってもらうためにパンフレットを作成し、ＳＮＳやパブリシティ、広報誌等での情報発信、ＷＥＢサイト立ち

上げの準備等を行ってきたが、まだまだ事業基盤の確立に向けた活動が必要であると感じている。新型コロナウイルス感染拡大で

学校での活動に影響もあったが、今後ますますアスリードが果たす役割は大きくなると考えており、次年度以降は特に地域企業だ

けでなく広く市民にも支援してもらえるような活動展開をしていきたいと考えている。各事業についての報告は以下の通り。引き

続き、“若者たちの未来づくり”を継続していく。 

  

(1) 特定非営利活動に係る事業  

①教育プログラムの開発・普及・支援事業  

ア）独自の教育プログラム開発  

・内   容  まずは教育現場でのキャリア教育に対する困りごと・要望等を各学校にヒアリング。会員企業に向けても情報提

供を行い、啓発活動を行った。 

・時   期  令和元年 9 月～令和 2 年 3 月 

・対   象  中学校・高校・地域企業 

・従事者人員  ３人  

・費   用  ９７２，７１４円  

  

イ） “はたらく”体験プログラム  

・教育現場のニーズや事務局スタッフのマンパワー等も考慮し、実施を見送り。 

 次年度以降も事業基盤確立に向けた活動を優先する予定。 

  

ウ）学校での教育プログラム支援  

・内   容  各学校のキャリア教育関連授業のコーディネートや運営サポートを行った。 

        近隣の地元企業の参画は特に教員・生徒からの反応も大きく、地元密着の活動の必要性・有効性を再確認するこ

とができたが、3 月に実施予定のプログラムは新型コロナウイルスの影響で中止。次年度以降の支援方法も検討

していく。 

・時   期  令和元年 10 月～令和 2 年 3 月  

・対   象  中学校 6 校（484 名）・高等学校 2 校（360 名）・大学１校（9 名） 

・従事者人員  ３人 （協力企業…のべ 37 社） 

・費   用  １，３０６，２５６円  

  

 

 

 

 



 エ）自立支援カフェ  

・内   容  学校内に若者の社会的・職業的自立支援を目的としたカフェを開設。 

定期的に進路決定や人生設計等を相談できる機会を提供した。 

三者面談の実施、ワークショップ、季節のイベント、就職支援等も行った。  

・時   期  令和元年 10 月～令和 2 年 2 月 毎週水曜日開催（学校行事・長期休暇等を除く）  

        10 月…5 回、11 月…3 回、12 月…4 回、1 月…2 回、2 月…3 回 

・対   象  定時制高校の生徒（川崎市）のべ参加人数 607 名 

・従事者人員  ２人  

・費   用  １，３４７，７２８円  

 

②情報発信・メディア制作事業  

ア）キャリア教育支援誌の制作・発行  

・内   容  イキイキと働く大人を取材し、“働くとは何か”を考え、自分の未来を描く 

ヒントとなる情報を提供するキャリア教育支援誌『みらい百花』の企画・制作・ 

編集（発行は次年度、初年度は創刊準備まで）を開始した。 

地域企業で働く大人の取材や SDGs 特集など、誌面構成に着手した。 

・時   期  令和 2 年 1 月～3 月 

・対   象  小学校・中学校・高等学校（横浜・川崎・横須賀・町田・相模原）配布 

        約 450 校、70,000 部を予定 

・従事者人員  ３人 （取材協力…地域企業 35 社） 

・費   用  １，６２０，８１７円  

  

イ）活動レポート等広報ツールの制作・発行  

・内   容  当法人の活動レポートを制作し、会員企業等に配信。 

その他、パンフレットの制作、WEB サイトの立ち上げにも着手した。  

・時   期  活動レポート…3 カ月に 1 回制作・配信 

        パンフレット…令和 2 年 3 月に制作 /WEB サイト…リリースに向け準備 

・対   象  地域企業・一般市民・学校関係等  

・従事者人員  ２人  

・費   用  ３１９，４９１円  

  

③交流・連携推進事業  

ア）交流会の開催  

・内   容  教員・企業・一般市民と一堂に会し、交流会を開催した。 

キャリア教育推進の啓発と普及のため、学校関係者・企業経営者の講演を実施。 

当法人の活動を広く PR し、寄付の呼びかけ等も行った。 

・時   期  令和元年 12 月 

・対   象  学校関係・地域企業・一般市民等 約 60 名が出席 

・従事者人員  ３人  

・費   用  ６８４，０４２円  

      

 



イ）連携推進会議の開催  

・内   容  正会員の方々を中心とする『スクラム会議』を開催した。 

当法人の今後の活動方針や、学校でのキャリア教育プログラムに関する共有等 

さまざまな視点から意見交換を行った。 

・時   期  令和元年 11 月 

・対   象  正会員…代理出席含め 13 名が出席。 

・従事者人員  ３人  

・費   用  ３２４，９７５円  

   

ウ）事例紹介セミナー 

・教育現場のニーズや事務局スタッフのマンパワー等も考慮し、実施を見送り。 

 次年度以降は連携推進会議のなかで実施していく予定。 

 

エ）企業連携・情報発信サポート 

・内   容  会員企業の魅力を伝える広報誌の制作・発行、採用 WEB サイトの取材に協力。 

        若者たちへの情報発信としても、有効に活用できるものを制作した。 

・時   期  令和元年 9 月～令和 2 年 3 月 

・対   象  地域企業（賛助会員企業）1 社…広報誌/1 社…採用 WEB サイト（先輩の声） 

・従事者人員  ３人  

・費   用  ６４８，１９１円  

  

オ）学生サポーター  

・内   容  正会員・賛助会員以外の運営サポーターとして、大学生のボランティアを募るにあたり、チラシの作成、学生団

体へのアプローチを行った。当面は、定時制高校の居場所カフェの運営についてのボランティアを募集すること

とした。 

        1 名の大学生が活動の見学から登録をしてくれた。事業基盤の確立を優先的に取り組むため、活動のなかで繋が

りを持てた学生に声を掛けていくこととする。 

・時   期  令和元年 12 月～令和 2 年 3 月 

・対   象  学生団体、大学（ゼミ・サークル等） 

・従事者人員  １人  

・費   用  ６５，００３円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


